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■令和１年度総会・懇親会 
演 奏  土浦一高吹奏楽部 

演 舞  土浦一高応援指導部 

講 演  長 有紀枝（昭和５７年卒） 

落 語  立川 志のぽん こと 

       廣瀬 敦（平成７年卒）  

■総会講演録  
  「人間の安全保障の視点から考える 
 外国人労働者や難民・子弟の受け入れ問題」 
       長(おさ）有紀枝（昭和５７年卒） 
            （立教大学教授）       

 

■総会・懇親会出席者 
 
■「上杉城下として栄えた米沢探訪」 

廣瀬 巳良（昭和４０年卒） 
 

■「ヨーロッパ一人旅」 

        逆井 誠（昭和４４年卒） 

■リレー放談（第８回） 

 「農業を軸とした地域創造型 
      プラットフォームへの挑戦 

 伊東 明彦（平成５年卒） 

」 

 伊東 明彦（平成５年卒） 

 

 

傘寿を迎えられた昭和３１年卒の皆様 
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現
在
、
私
は
大
学
の
教
員
と
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ「
難
民
を
助
け
る
会（
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）」

の
理
事
長
と
い
う
二
足
の
草
鞋
を
履
い
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
そ
の
双
方
の
立
場
を

行
き
来
し
つ
つ
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
私
た
ち

の
身
近
な
空
間
に
存
在
す
る
、
外
国
人
労
働
者

や
難
民
子
弟
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
お
話
を
し

て
い
き
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
り
、
私
が

特
に
関
係
し
て
い
る
難
民
問
題
に
軸
足
を
置
い

て
お
話
す
る
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。 

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
国
際
社
会
は
、
主
権

を
有
す
る
多
数
の
国
家
が
併
存
す
る
、
主
権
国

家
体
制
と
い
わ
れ
る
も
の
を
基
調
に
置
い
て
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
主
権
国
家
体
制
は
、
国
家
が

そ
の
国
民
を
守
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
ま
す

が
、
近
年
破
綻
国
家
・
失
敗
国
家
が
出
現
し
、

国
家
の
安
全
保
障
の
み
で
は
担
保
さ
れ
な
い
、

人
間
の
安
全
保
障
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
未
曽
有
の
難
民
問
題
の

原
点
も
あ
り
ま
す
。
他
方
で
、
こ
の
体
制
の
前

提
に
あ
る
の
が
、
厳
格
な
国
境
管
理
で
あ
り
、

ま
た
難
民
の
認
定
・
庇
護
の
付
与
は
、
各
国
の

主
権
の
下
に
あ
る
事
項
で
す
。
以
上
を
前
提
と

し
て
、
ま
ず
、
難
民(R

efug
ees)

と
い
う
言
葉
の

定
義
を
確
認
し
ま
す
。 

私
た
ち
が
口
に
す
る
「
難
民
」
は
、
実
は
３

つ
の
異
な
る
概
念
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
日
常
会
話
の
中
の
「
難
民
」（
ネ
ッ
ト
カ
フ

ェ
難
民
と
か
、
家
庭
内
難
民
と
か
）、
次
に
難
民

条
約
で
定
め
ら
れ
た
法
的
な
用
語
と
し
て
の

「
難
民
」（
条
約
上
の
難
民
）、
そ
し
て
条
約
上

の
定
義
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
の
紛
争
な

ど
で
国
を
追
わ
れ
た
人
々
を
さ
す
「
広
義
の
難

民
」（
大
量
難
民
・
紛
争
難
民
）
で
す
。 

毎
年
６
月
20
日
の
世
界
難
民
の
日
に
国
連

に
よ
り
統
計
が
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
講
演
時
点

で
の
最
新
の
統
計(

２
０
１
７
年
末
時
点)

に
よ

れ
ば
、
紛
争
、
暴
力
、
迫
害
に
よ
り
世
界
で
強

制
移
動
を
強
い
ら
れ
た
人
の
数
は
６
８
５
０
万

人
。
５
年
連
続
で
増
加
し
、
２
秒
に
１
人
、
毎

分
30
人
、
一
日
あ
た
り
平
均
４
万
４
５
０
０
人

に
相
当
し
ま
す
（
講
演
後
に
発
表
さ
れ
た
、
最

新
の
、
２
０
１
８
年
末
の
統
計
で
は
７
０
８
０

万
人
）。世
界
各
地
で
難
民
が
増
え
続
け
る
一
方
、

難
民
を
受
け
入
れ
、
支
援
す
る
国
の
数
は
減
少

し
、
現
在
、
難
民
の
６
割
を
わ
ず
か
10
カ
国
で

受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。 

で
は
、
日
本
の
状
況
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

難
民
の
認
定
は
、
法
務
省
の
入
国
管
理
局
が
所

管
し
て
い
ま
す
。
難
民
条
約
に
加
入
し
て
い
る

日
本
が
受
け
入
れ
の
義
務
を
負
う
の
は
難
民
条

約
上
の
難
民
（
認
定
難
民
）
の
み
で
す
が
、
受

け
入
れ
義
務
は
な
い
も
の
の
日
本
が
国
際
社
会

の
一
員
と
し
て
、
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
、
い

わ
ゆ
る
広
義
の
難
民
と
呼
ば
れ
る
人
も
日
本
に

滞
在
し
て
い
ま
す
。
１
９
８
２
年
の
難
民
認
定

制
度
導
入
か
ら
２
０
１
８
年
末
ま
で
の
申
請
数

は
７
万
１
１
６
８
件
、
こ
の
内
、
条
約
難
民
と

し
て
認
定
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
７
５
０
人
。
講

義
の
難
民
（
含
む
第
三
国
定
住
難
民
）
は
１
万

１
４
９
３
人
（
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
・
ミ
ャ
ン
マ

ー
難
民
）、
そ
の
他
の
庇
護
（
人
道
的
配
慮
） 

２
６
２
８
人
で
す
。 

次
に
、
日
本
の
難
民
受
け
入
れ
の
課
題
を
考

え
ま
す
。
ま
ず
、
条
約
難
民
の
認
定
率
の
低
さ

に
驚
か
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
の
背

景
に
あ
る
の
が
、
難
民
申
請
者
の
急
増
と
、
世

界
の
難
民
出
身
国
と
日
本
の
難
民
の
出
身
国
の

ギ
ャ
ッ
プ
で
す
。先
の
国
連
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
７
年
末
時
点
で
、
難
民
出
身
国
の
ト
ッ

プ
５
は
シ
リ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
南
ス
ー

ダ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ソ
マ
リ
ア
で
世
界
の
難

民
の
68
％
が
こ
の
５
カ
国
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
他
方
で
、
日
本
で
難
民
認
定
を
申
請
し
た

方
々
の
国
籍
上
位
国
は
、
同
じ
２
０
１
７
年
を

見
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
ト
ル
コ

と
い
っ
た
国
々
で
す
。
認
定
率
の
低
さ
に
こ
う

い
う
背
景
が
あ
る
と
は
い
え
、そ
れ
で
も
な
お
、

日
本
の
認
定
制
度
が
非
常
に
厳
し
い
の
も
事
実

で
す
。
さ
ら
に
日
本
は
、
他
の
先
進
国
と
異
な

り
、
第
三
国
定
住
で
受
け
入
れ
る
数
も
圧
倒
的

に
少
数
で
す
。 

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
国
で
、
地
域
で
生
き

て
い
き
た
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ
ほ
ど
の
規
模

で
、
ど
の
よ
う
な
人
間
を
、
ど
の
よ
う
な
ス
テ

イ
タ
ス
で
受
け
入
れ
る
か
は
、
受
け
入
れ
国
の

国
と
し
て
の
在
り
方
を
問
い
、
規
範
や
価
値
観

を
体
現
す
る
重
要
課
題
で
す
。 

茨
城
県
在
留
外
国
人
の
状
況
等
（
平
成
29
年

12
月
末
現
在
法
務
省
統
計
）
を
み
る
と
、
在
留

外
国
人
数
は
６
３
，
４
９
１
人
で
全
国
10
位 

（
県
全
人
口
比
2.2
％
）、
そ
の
１
位
は
つ
く
ば

市
、
土
浦
市
が
３
位
、
そ
し
て
、
私
の
出
身
の

常
総
市
が
２
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

先
の
問
い
の
答
え
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
す
。

難
し
い
問
い
の
よ
う
で
す
が
、
実
は
答
え
は
意

外
と
簡
単
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
し
も
、
自

分
や
、
自
分
の
大
切
な
家
族
、
友
人
、
知
り
合

い
が
難
民
に
な
っ
た
ら
。
そ
う
想
像
し
て
み
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
私
は
単
純
に
誰
か
に
助
け

て
ほ
し
い
、
と
思
う
と
思
い
ま
す
。
必
ず
故
郷

に
帰
り
た
い
、
だ
か
ら
困
っ
た
時
の
短
時
間
で

よ
い
か
ら
、
助
け
て
ほ
し
い
。
も
し
、
そ
れ
が

普
通
の
感
覚
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
分
が
困
っ
た

時
だ
け
助
け
を
求
め
、
他
人
が
困
っ
て
い
る
と

き
に
は
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
、
と
い
う
の
は

筋
が
通
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
単
純
な

こ
と
を
考
え
た
ら
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
範
囲

で
協
力
を
す
る
道
を
探
る
の
が
、
一
つ
の
答
え

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

難
民
を
助
け
る
会
も
、１
９
７
０
年
代
後
半
、

日
本
に
流
入
し
た
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
を
前
に
、

設
立
者
の
相
馬
雪
香
が
、「
困
っ
た
と
き
は
お
互

い
様
」と
い
う
精
神
で
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
皆
様
私
た
ち
の
活
動
も
お
見
守
り
く
だ

さ
い
。 

 

南スーダン難民の少女と（ウガンダの難民キャンプにて） 

人
間
の
安
全
保
障
の
視
点
か
ら 

考
え
る
外
国
人
労
働
者
や
難
民
・ 

子
弟
の
受
け
入
れ
問
題 

―

身
近
な
生
活
空
間
の
国
際
化
・ 

多
様
化
に
向
け
て 

長(

お
さ)

有
紀
枝
（
昭
和
57
年
卒
） 
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令和 1 年度 総会・懇親会が盛大に開催されました 

令和 1 年 6月 9 日（日） 学士会館にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土浦一高吹奏楽部の演奏 

進修同窓会大野会長挨拶 

東進会飯塚会長挨拶 

土浦一高応援指導部の演舞 

司会の伊丹さん 

講演する長立教大教授 

立川志のぽんさん 

当番幹事の三谷さん 校歌斉唱をリードする応援指導部OBの皆様 

No minasama  
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進修同窓会東葛支部 

齊藤 康雄 支部長 

 

茨城県営業戦略東京 

渉外局 中村修課長 

 

進修 同窓会 

大野 金一 会長 

 

土浦第一高等学校 

植木 邦夫 校長 

         

 

 

S31 中村 信秀 

 

S31 長島 弘道 

 

S31 菊地 清 

 

S31 色川 嘉一 

 

S29 西川 恵美子 

 

S27 坪井 洋 

 

 

S33 沼里 征二 

 

S33 關井 康雄 

 

S32 服部 彧雄 

 

S32 伊藤 實 

 

S31 渡辺 隆 

 

S31 山本 栄男 

 

S31 山田 晴康 

 

S38 塙 弘道 

 

S38 中島 穣 

 

S38 海老沢敬一郎 

 

S37 矢口 照雄 

 

S37 南 隆男 

 

S37 北川 正之 

 

S36 若山 宏 

 

S41 飯塚 哲哉 

 

S41 相澤 興二 

 

S40 廣瀬 巳良 

 

S39 山田 忠敬 

 

S39 鈴木 達 

 

S39 久保内 聡子 

 

S38 野村 ルナ 

 

S41 中島 徹 

 

S41 高山 了 

 

S41 甲田 三重 

 

S41 川北 一郎 

 

S41 浦野 慈夫 

 

S41 今泉 房子 

 

S41 今井 修二 

 

S43 木村 繁夫 

 

S41 安井 恵子 

 

S41 宮本 英尚 

 

S41 久松 信明 

 

S41 野口 卓夫 

 

S41 仁平 典子 

 

S41 長門 琴 

 

S43 渡辺 孝男 

 

S43 柳沢 成二 

 

S43 宮崎 好廣 

 

S43 光永 研一 

 

S43 幕内 邦夫 

 

S43 常山 浄子 

 

S43 鈴木 厚 

総
会
出
席
者 

 
(

敬
称
略
・
順
不
同
） 

 

ご
来
賓
の
皆
様 

 

東
進
会
会
員 
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S44 助川 博夫 

 

S44 熟田 一久 

 

S44 逆井 誠 

 

S44 岡崎 孝宣 

 

S44 大関 亨 

 

S44 阿見寺 俊洋 

 

S43 渡邊 愼一 

 

S48 井坂 公明 

 

S46 堀越 幸雄 

 

S46 小野 幹夫 

 

S45 鈴木 良治 

 

S45 猪俣 勝弘 

 

S44 福田 成志 

 

S44 永井 博 

 

S48 本橋 浩道 

 

S48 福田 淳一 

 

S48 桜井 克信 

 

S48 君山 利男 

 

S48 神立 哲男 

 

S48 海上 裕之 

 

S48 小坂部 充功 

 

S50 川島 敦子 

 

S50 加藤 祐司 

 

S50 小野村 敏之 

 

S50 内田 敬子 

 

S50 穐山 富美子 

 

S48 吉田 正史 

 

S48 谷口 泰士 

 

S56 井川 忍 

 

S55 藤田 和子 

 

S55 櫻井 成一朗 

 

S55 小野 雅代 

 

S52 海野 章 

 

S50星川 美代子 

 

S50 花上 克宏 

 

H7 青木 智典 

 

H6 五十嵐 朝青 

 

H5 伊東 明彦 

 

H3 島田 博之 

 

S61 三谷 八寿子 

 

S57 長 有紀枝 

 

S56 酒井 学雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

H7 山本 厚 

 

H7 廣瀬 敦 

 

H7 緒方 浩一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H24 岡野 峻平 

 

H21 内藤 雅之 

 

H9 金子 敏明 

お知らせ 

・第１６回アカンサスクラブ 

   日時：令和１年12月５日（木）午後6時３０分 

   場所：ザインエレクトロニクス会議室 

・第１７回アカンサスクラブ 

   日時：令和2年3月5日（木）午後6時３０分 

   場所：ザインエレクトロニクス会議室 

・東進会総会 

   日時：令和2年6月7日（日）午後12時 

   場所：学士会館  

皆様のご参加をお待ちしています 
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米
沢
は
山
形
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、「
最
上

川
」
の
源
の
吾
妻
連
峰
の
裾
野
に
広
が
る
米
沢

盆
地
に
あ
る
。
江
戸
時
代
、
上
杉
家
の
も
と
で

独
自
文
化
を
育
み
、
発
展
を
遂
げ
て
き
た
歴
史

が
息
づ
い
て
い
る
。
第
９
代
米
沢
藩
主
「
上
杉

鷹
山
」
は
財
政
が
大
逼
迫
し
て
い
た
米
沢
藩
に

宮
崎
県
の
秋
月
家
か
ら
藩
主
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

自
ら
大
倹
約
の
改
革
を
断
行
す
る
と
と
も
に

数
々
の
殖
産
振
興
政
策
を
展
開
し
、
藩
財
政
を

立
て
直
し
た
経
営
業
績
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

「
な
せ
ば
成
る 

な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も 

成
ら
ぬ
は
人
の
な
さ
ぬ
な
り
け
り
」 

「
国
家
は
先
祖
よ
り
子
孫
へ
伝
え
候 

国
家
に

し
て
我
私
す
べ
き
も
の
は
こ
れ
な
く
候
」  

こ
の
旅
は,

平
成
30
年
12
月
６
日
の
ア
カ

ン
サ
ス
ク
ラ
ブ
懇
親
会
か
ら
始
ま
っ
た
。
大
野

先
生
（
昭
和
31
卒)

と
渡
邊
愼
一
さ
ん
（
昭
和

43
卒
）
と
同
席
し
た
時
に
「
一
高
仲
間
で
た
ま

に
は
旅
行
を
し
た
い
」
と
の
話
題
が
で
た
。
渡

邊
さ
ん
か
ら
「
同
期
が
米
沢
に
住
ん
で
い
て
、

以
前
米
沢
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
温
泉
良
し

酒
良
し
史
跡
良
し
の
所
」
と
紹
介
さ
れ
た
。
早

速
、
米
沢
市
立
病
院
事
業
管
理
者
を
さ
れ
て
い

る
渡
邊
孝
男
さ
ん（
昭
和
43
卒
）に
連
絡
す
る
。 

１
月
に
入
り
渡
邊
さ
ん
に
米
沢
探
訪
の
プ
ラ

ン
を
作
っ
て
頂
き
、
催
行
日
は
令
和
元
年
５
月

11
日
（
土
）
か
ら
12
日
（
日
）
と
し
た
。
茅

葺
き
屋
根
の
宿 

白
布
温
泉
「
西
屋
」
に
12
名

分
３
部
屋
を
予
約
、参
加
者
の
募
集
を
始
め
た
。

参
加
者
は
昭
和
29
卒
か
ら
昭
和
51
卒
の
８
名

（
女
性
２
名
、
男
性
６
名
）
と
な
っ
た
。 

５
月
11
日
米
沢
駅
10
時
半
集
合
。
晴
天
で

暖
か
い
朝
。
駅
か
ら
歩
い
て
、
個
人
が
収
集
し

た
甲
冑
・
火
縄
銃
・
鎗
・
屏
風
な
ど
米
沢
藩
関

係
の
文
化
財
が
収
納
さ
れ
て
い
る
「
宮
坂
考
古

館
」
を
見
学
す
る
。 

続
い
て
、
上
杉
城
趾
本
丸
跡
に
あ
る
上
杉
神

社
に
到
着
。
広
々
と
し
た
城
趾
を
歩
き
上
杉
謙

信
を
祀
っ
て
い
る
上
杉
神
社
を
参
拝
す
る
。 

境
内
を
抜
け
お
堀
を
回
り
、
昼
食
場
所
の
上

杉
伯
爵
邸
へ
。
庭
を
散
策
し
て
伯
爵
邸
の
庭
が

見
晴
ら
せ
る
二
階
の
客
間
で
献
膳
料
理
。
献
立

は
、
米
沢
牛
の
い
も
煮
・
丘
ひ
じ
き
辛
子
和
え
・

う
こ
ぎ
ご
飯
・
鯉
の
こ
と
こ
と
煮
・
塩
引
寿
司
・

冷
汁
・
お
み
漬
け
・
舘
山
り
ん
ご
の
寒
天
。
の

ん
び
り
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る
。 

食
後
は
城
趾
に
あ
る
伝
国
の
杜
・
上
杉
博
物

館
を
見
学
す
る
。
こ
の
博
物
館
は
昭
和
３０
卒
の

関
信
男
氏
の
設
計
で
あ
る
。 

少
し
歩
い

て
上
杉
家
の

御
用
酒
屋

「
東
光
の
酒

蔵
」を
見
学
。

酒
蔵
は
酒
造

資
料
館
に
な

っ
て
い
る
。

大
き
な
一
棟
１
４
０
坪
の
酒
蔵
、
木
製
の
仕
込

み
樽
な
ど
見
る
べ
き
物
が
多
い
。
順
路
の
最
後

が
試
飲
即
売
場
に
な
っ
て
い
て
、味
を
確
か
め
、

夕
食
時
の
お
酒
を
調
達
し
た
。 

そ
の
後
、
上
杉
神
社
発
路
線
バ
ス
で
宿
に
向

う
。
白
布
温
泉
は
開
湯
７
０
０
年
（
１
３
１
２

年
）、
標
高
８
０
０
ｍ
の
高
地
に
あ
る
。
残
雪
が

少
し
残
り
、
し
だ
れ
桜
が
満
開
で
あ
っ
た
。 

浴
衣
に
着
替
え
風
呂
に
向
っ
た
。
湯
滝
の
宿

と
称
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
天
井
近
く
に
あ

る
三
本
の
樋
か
ら
、
ご
う
ご
う
と
温
泉
が
う
な

り
を
あ
げ
て
、
浴
槽
に
降
り
注
ぐ
。
家
の
風
呂

を
満
た
す
の
に
何
秒
も
か
か
ら
な
い
湯
量
で
あ

る
。
湯
船
は
石
造
り
。 

夕
食
は
和
食
膳
コ
ー
ス
（
前
菜
・
冷
汁
・
山

菜
三
点
盛
り
小
鉢
、
青
さ
の
り
豆
腐
、
米
沢
牛

の
陶
板
焼
き
、
岩
魚
の
塩
焼
き
な
ど
）。
渡
邊
さ

ん
が
山
形
の
日
本
酒

（
三
年
熟
成
純
米
大

吟
醸
第
八
代
九
郎
左

衛
門
）
を
差
し
入
れ

て
く
れ
た
。
や
わ
ら
か
く
芳
醇
な
お
酒
が
喉
を

包
む
。
旨
い
。
夕
食
後
幹
事
部
屋
で
乾
い
た
つ

ま
み
を
あ
て
に
、
純
米
大
吟
醸
「
東
光
」
で
更

に
盃
を
重
ね
た
。 

 

翌
日
も
快
晴
で
あ
る
。朝
風
呂
に
入
り
朝
食
。

朝
食
後
、
有
志
だ
け
で
歩
い
て
10
分
ほ
ど
の

「
白
布
大
滝
」
を
見
に
行
く
。
落
差
30
ｍ
で
水

量
も
多
く
見
事
で
あ
る
。
出
発
準
備
を
整
え
、

標
高
９
２
０
ｍ
の
天
元
台
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓

駅
ま
で
宿
の
車
で
送
っ
て
も
ら
う
。
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
で
１
３
５
０
ｍ
の
天
元
台
高
原
に
行
き
、

更
に
第
１
リ
フ
ト
に
乗
り
、
雪
原
に
行
く
。
多

く
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
、
ス
ノ

ウ
ボ
ー
ダ
ー

が
シ
ー
ズ
ン

最
後
の
雪
を

楽
し
ん
で
い

た
。
我
々
も

雪
の
上
を
歩

き
、
そ
の
感

触
を
楽
し
ん

だ
。
飯
豊
連
峰
・
月
山
な
ど
が
一
望
で
き
た
。 

山
麓
駅
か
ら
路
線
バ
ス
で
上
杉
神
社
に
向
う
。

上
杉
城
史
苑
で
米
沢
牛
丼
物
の
昼
食
を
と
る
。 

 
 

さ
ら
に
観
光
は
続
く
。
城
趾
公
園
内
の
宝
物

殿
「
稽
照
殿
」、
明
治
43
年
竣
工
ル
ネ
サ
ン
ス

様
式
の
「
山
形
大
学
工
学
部
校
舎
」、
上
杉
家
の

菩
提
寺
「
春
日
山
林
泉
寺
」、
米
沢
藩
主
上
杉
家

墓
所
「
上
杉
家
廟
所
」 

15
時
過
ぎ
、
米
沢
駅
か
ら
新
幹
線
で
帰
途
に

着
い
た
。
車
中
か
ら
天
元
台
方
向
の
吾
妻
連
峰

に
鎗
を
持
ち
、
馬
に
ま
た
が
っ
た
ナ
イ
ト
の
雪

形
が
現
れ
て
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旅
行
中
ず
っ
と
お
世

話
に
な
っ
た
渡
邊
孝

男
さ
ん
ご
夫
妻
に
は

感
謝
の
念
が
堪
え
な

い
。
本
当
に
米
沢
を

満
喫
で
き
た
。 

 
 

上
杉
城
下
と
し
て
栄
え
た 

 
 
 

「
米
沢
」
探
訪 

廣
瀬 

巳
良
（
昭
和
40
年
卒
） 
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半
世
紀
前
の
古
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
１
９

７
１
年
、大
学
２
年
の
夏
季
休
暇
を
利
用
し
て
、

２
ヶ
月
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
人
旅
を
し
ま
し
た
。

そ
の
時
の
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
の
寄
稿
と
な

り
ま
す
。 

旅
の
主
な
目
的
は
、
色
々
な
国
々
を
見
て
歩

き
・
人
と
出
会
い
、
見
識
を
深
め
た
い
、
そ
し

て
中
学
の
時
に
始
め
た
海
外
文
通
の
ペ
ン
フ
レ

ン
ド
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
在
住
）
に
会
っ
て
み
た

い
。
ア
ル
バ
イ
ト
代
、
奨
学
金
（
東
京
海
上
火

災
保
険
の
給
付
）
の
一
部
、
そ
し
て
親
よ
り
の

援
助
等
の
資
金
を
集
め
て
い
ざ
出
発
。 

 

海
外
旅
行
は
、
高
校
の
時
よ
り
の
夢
で
、
大

学
に
入
っ
た
ら
必
ず
実
現
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
、
日
本
か
ら
海
外
へ
出
る
に
は

そ
れ
な
り
の
苦
労
と
覚
悟
が
必
要
で
、
ド
ル
は

貴
重
な
外
貨
に
よ
り
、
一
人
１
０
０
０
ド
ル
ま

で
し
か
国
外
に
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。１
ド
ル
３
６
０
円
の
固
定
相
場
制
で
、

１
９
７
４
年
４
月
よ
り
変
動
相
場
制
に
移
行
し

ま
し
た
が
、
当
時
、
日
本
円
は
海
外
で
通
用
す

る
通
貨
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
安
価
で
人
気
の

あ
る
ル
ー
ト
は
２
つ
あ
り
ま
し
た
。
１
つ
は
、

横
浜
よ
り
船
で
ソ
ビ
エ
ト
（
当
時
）・
ナ
ホ
ト
カ

ま
で
行
き
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
利
用
し
、
モ
ス

ク
ワ
経
由
で
行
く
ル
ー
ト
、
も
う
一
つ
は
同
様

に
横
浜
よ
り
ナ
ホ
ト
カ
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら

列
車
で
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
迄
行
き
、
飛
行
機
に
乗

り
換
え
、モ
ス
ク
ワ
経
由
で
行
く
ル
ー
ト
で
す
。 

私
は
時
間
の
節
約
等
を
考
慮
し
、
後
者
の
飛

行
機
利
用
の
方
に
し
ま
し
た
。
社
会
主
義
国
ソ

ビ
エ
ト
は
、
入
国
・
荷
物
検
査
は
か
な
り
厳
し

い
と
事
前
に
情
報
を
入
手
し
て
い
た
の
で
、
ナ

ホ
ト
カ
で
の
入
国
・
荷
物
検
査
の
際
に
、
リ
ッ

ク
サ
ッ
ク
の
荷
物
の
一
番
上
に
レ
ー
ニ
ン
の
書

籍
等
を
置
き
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
そ
の
こ
と
も
あ

り
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
入
国
・
荷
物
検
査
が

終
わ
り
一
安
心
。
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
様
な

事
で
す
。 

そ
の
後
、
モ
ス
ク
ワ
に
一
泊
し
、
国
際
列
車

で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
へ
行
き
、
翌

日
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
換
え
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
到
着
。 

港
に
は
、
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
と
そ
の
家
族
が
出

迎
え
て
く
れ
て
い
て
、
ほ
っ
と
し
た
こ
と
を
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
日
本
を
出
発
し
て
か
ら

７
日
目
に
到
着
。
今
な
ら
飛
行
機
で
、
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
ま
で
直
行
便
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
途

中
、
欧
州
で
１
回
乗
り
換
え
て
も
十
数
時
間
で

着
く
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
時
代
の
差
を
感
じ

ま
す
。 

一
週
間
程
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
の
自
宅
に
お
世
話

に
な
り
、
一
緒
に
名
所
旧
跡
・
湖
・
市
内
等
を

見
学
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
は
、
北
欧
の
ベ
ニ
ス

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
森
と
湖
に
囲
ま
れ
た
非

常
に
美
し
い
街
で
、
短
い
滞
在
で
し
た
が
、
可

能
な
ら
こ
こ
に
将
来
住
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
の
楽
し
い
日
々
が
過
ぎ
、

事
前
に
日
本
に
て
購
入
し
た
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
・
ユ
ウ
レ
ー
ル
・
パ
ス
（
欧
州
国
際
鉄
道
乗

り
放
題
60
日
間
）
を
利
用
し
、
ま
ず
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
よ
り
鉄
道
で
行
け
る
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア

半
島
最
北
端
の
町
ナ
ル
ビ
ッ
ク
（
北
緯
65
度
以

北
）
へ
向
か
い
ま
し
た
。
８
月
な
の
に
山
々
は

雪
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
驚
き
ま
し
た
。 

ま
た
宿
泊
に
つ
い
て
は
、
移
動
時
は
車
中
泊

(

国
際
列
車
の
大
半
は
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
あ

り)

か
、
日
本
に
て
会
員
登
録
し
た
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
泊
（
欧
州
は
非
常
に
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
が

充
実)

に
し
ま
し
た
。
そ
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で

色
々
な
国
々
の
旅
行
者
と
出
会
い
、
情
報
交
換

す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
旅
行
先
の
貴
重
な
情

報
が
入
手
で
き
て
、
助
か
り
ま
し
た
。
勿
論
、

事
前
に
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
ト
ー
マ
ス
ク
ッ

ク
の
列
車
時
刻
表
に
て
、
旅
程
表
の
準
備
は
し

て
お
き
ま
し
た
。 

続
い
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ

ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
（
当
時
）、
ス

イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
と
欧
州
を

南
下
す
る
か
た
ち
で
、各
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
も
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
、
古
い
歴
史
・

文
化
等
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
初
期
の

目
的
が
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
と
自
負
し
ま
し
た
。 

後
に
、
そ
れ
ら
の
大
半
の
国
々
に
新
婚
旅
行

等
で
再
度
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
、
紙
面
の
関

係
で
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事
を
書
く
事
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
割
愛
し
ま
す
。 

帰
国
ル
ー
ト
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー

ン
よ
り
国
際
列
車
に
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
経
由
で
、
モ
ス
ク
ワ
に
着
き
、
往

路
と
逆
ル
ー
ト
で
横
浜
に
到
着
し
ま
し
た
。
本

当
に
長
い
旅
で
し
た
。 

今
回
の
旅
で
、
色
々
と
心
配
を
か
け
、
ま
た

援
助
し
て
く
れ
た
両
親
、
そ
し
て
関
係
の
方
々

に
対
し
感
謝
す
る
と
共
に
、
そ
の
後
の
私
の
人

生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
貴
重
な
旅
と
な
り

ま
し
た
。 

 

右
の
写
真
は
、
パ
リ
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院

に
て
（
２
０
１
９
年
４
月
15
日
に
大
規
模
火
災

が
発
生
し
た
が
、
建
物
の
主
要
部
分
は
無
事
） 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
旅
の
目
的
・
方
法
等

は
そ
れ
ぞ
れ
人
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

旅
の
終
わ
り
に
、
同
じ
様
な
旅
を
も
う
一
度
し

て
み
た
い
、
と
思
え
る
様
な
旅
を
し
た
い
も
の

で
す
。 

 追
記
：
現
在
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
性
と
は

家
族
同
士
で
の
付
き
合
い
を
し
て
お
り
、
来
年

開
催
予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
を
兼
ね
、

来
日
予
定
で
す
。（
筆
者
は
現
在
内
閣
府
勤
務
） 

 

 
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
人
旅 

 
 
 
 
 

逆
井 

誠
（
昭
和
44
年
卒
） 
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き
っ
か
け
は
、
東
進
会
の
立
場
で
参
加
し
て

い
る
県
人
会
だ
っ
た
。
県
人
会
で
は
、
多
く
の

市
町
村
が
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
担
当
職
員
が
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。
私

は
、
守
谷
市
に
在
住
し
て
い
る
の
で
、
守
谷
市

の
ブ
ー
ス
を
探
す
が
見
当
た
ら
な
い
。
当
時
の

守
谷
市
長
に
聞
く
と
、「
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
が
無
い
」

と
の
回
答
！
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
・
・
・

と
思
っ
て
い
た
。 

 

一
方
は
、
私
は
、
宇
宙
分
野
の
企
業
に
勤
め

て
い
る
。
私
が
専
門
と
す
る
技
術
は
、「
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
」
で
あ
り
、
人
工
衛
星
の
多
く

は
、
こ
の
「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
」
の
技
術

を
利
用
し
て
お
り
、
宇
宙
な
ど
の
遠
隔
か
ら
地

上
を
観
測
し
、
様
々
な
現
象
を
把
握
・
解
明
す

る
。
私
は
、
こ
の
「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
」

の
技
術
を
農
業
、
災
害
時
の
状
況
把
握
、
環
境

調
査
、
国
土
管
理
、
遺
跡
調
査
な
ど
に
利
用
で

き
る
と
考
え
て
お
り
、
多
く
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
き
た
。
平
成
17
年
か
ら
は
、

衛
星
と
ド
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
農
業
被
害
へ
の

利
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
立
ち
上
げ
た
。

ド
ロ
ー
ン
の
必
要
性
・
将
来
性
を
感
じ
、
関
連

省
庁
へ
の
公
募
に
提
案
し
て
い
た
の
も
こ
の
頃

で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
農
業
分
野
へ
の
衛

星
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
研
究
・
実
証
は
、
常
に

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
行
っ
て
き
て
お
り
、

霞
ヶ
関
に
は
だ
い
ぶ
通
っ
た
。 

 

も
う
１
つ
の
き
っ
か
け
は
、
妻
の
弟
が
脱
サ

ラ
し
て
農
業
を
始
め
た
こ
と
。
当
時
、
私
が
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
て
い
た
時
の
副
会
長
も
同
様

に
、
脱
サ
ラ
し
て
農
業
を
始
め
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
私
は
、
地
元
で
も
農
業
分
野
で
貢
献
す
べ

き
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
始
め
て
い
た
・
・
・
。

そ
こ
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
副
会
長
と
協
議
会
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
決
断
し
、
少
し
ず
つ
同
じ
思
い

を
持
っ
て
く
れ
そ
う
な
方
と
意
見
交
換
を
行
い
、

生
産
者
の
農
家（
妻
の
弟
も
含
む
）、農
業
組
合
、

加
工
事
業
者
、
小
売
り
事
業
者
、
飲
食
店
、
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
等
を
入
れ
て
、
協
議
会
の
中

で
６
次
産
業
化
、
流
通
に
必
要
な
体
制
を
確
保

し
た
。 

２
０
１
５
年
２
月
、
守
谷
市
の
地
産
品
に
着

目
し
、
農
作
物
・
食
品
・
健
康
を
有
機
的
に
繋

げ
る
こ
と
で
、
地
域
資
源
の
有
効
活
用
と
持
続

的
な
地
域
活
性
化
の
好
循
環
を
狙
う
こ
と
を
目

的
と
し
た「
も
り
や
循
環
型
農
食
健
協
議
会（
略

称
：
も
り
あ
ぐ
）」
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の
会
の

拘
り
は
、
組
織
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
農

業
と
食
と
健
康
を
繋
げ
る
こ
と
に
、
こ
の
理
念

は
数
年
後
、
更
に
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。 

最
初
に
採
択
さ
れ
た
交
付
金
は
「
都
市
農
村

共
生
・
対
流
交
付
金
」
で
あ
り
、
農
業
体
験
を

行
う
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」、
生
産
者

と
消
費
者
を
繋
ぐ
「
直
販
販
促
事
業
」、
農
家
の

生
産
物
を
購
入
し
加
工
を
行
う
「
商
品
・
メ
ニ

ュ
ー
開
発
事
業
」
の
３
つ
の
事
業
を
中
心
に
始

め
た
。
前
市
長
の
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
が
無
い
と
い

っ
た
発
言
に
対
し
て
も
、
地
域
の
資
源
を
調
査

す
る
「
あ
る
あ
る
分
析
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

１
０
０
０
頭
以
上
の
乳
牛
、
品
評
会
で
入
賞
す

る
常
陸
牛
の
生
産
農
家
、
行
列
が
で
き
る
精
肉

屋
、
耕
作
放
棄
地
等
を
蕎
麦
畑
に
変
え
て
い
く

取
組
み
等
、
多
く
の
資
源
・
コ
ト
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。 

更
に
、
そ
の
後
、
守
谷
市
役
所
か
ら
ラ
ブ
コ

ー
ル
を
頂
き
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
「
地
方
創

生
推
進
交
付
金
」
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
事
業

に
よ
り
、守
谷
市
と
の
連
携
を
強
め
る
と
も
に
、

地
域
の
課
題
に
対
し
て
、
先
端
企
業
、
研
究
機

関
、
茨
城
大
学
と
連
携
す
る
ア
グ
リ
ア
カ
デ
ィ

ミ
ア
を
創
設
す
る
「
都
市
近
郊
農
業
モ
デ
ル
の

構
築
事
業
」
も
開
始
し
た
。「
も
り
あ
ぐ
」
は
、

確
実
に
地
域
に
浸
透
し
、
成
果
を
上
げ
て
き

た
・
・
・
。 

 

想
定
外
の
こ
と
も
生
じ
た
。「
も
り
あ
ぐ
」
の

会
員
で
あ
り
、
地
域
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で

あ
っ
た「
守
谷
ス
タ
イ
ル
」が
経
営
難
に
陥
り
、

店
舗
を
継
承
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。そ
こ
で
、

「
も
り
あ
ぐ
」会
員
の
中
か
ら
出
資
者
を
募
り
、

新
た
に
株
式
会
社
も
り
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
設

立
し
、
守
谷
駅
の
１
Ｆ
で
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

を
開
業
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
初
め
て
起
業
す

る
良
い
経
験
と
な
っ
た
。 

 

常
に
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
続
け
る
こ
と
、

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た

の
か
、
多
く
の
相
談
を
頂
い
て
お
り
、
第
３
、

第
４
の
新
し
い
事
業
の
立
ち
上
げ
を
準
備
し
て

い
る
。最
近
流
行
り
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
的
な
こ
と

を
自
然
な
流
れ
で
行
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。 

 

第
３
の
事
業
に
つ
い
て
、少
し
紹
介
す
る
と
、

現
在
、「
も
り
あ
ぐ
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
農
・
食
・

健
の
連
携
か
ら
、
医
療
・
福
祉
と
の
連
携
を
模

索
し
て
お
り
、
守
谷
で
挑
戦
的
な
取
り
組
み
を

行
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
取
組
み
に
、

幾
つ
か
の
企
業
・
大
学
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
も
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
頂
い
て
お
り
、
か
な
り

注
目
を
浴
び
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
医
療
に

つ
い
て
は
、
土
浦
一
高
の
先
輩
で
あ
る
平
野
先

生
の
在
宅
医
療
の
講
演
に
感
化
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
日
本
最
大
の
在
宅
医
療
の
法
人
で
あ
る

悠
翔
会
（
代
表
者
が
守
谷
出
身
）
と
連
携
す
る

予
定
で
あ
る
。
確
実
に
東
進
会
で
の
経
験
が
、

現
在
の
事
業
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。 

 

地
域
の
課
題
に
対
し
て
、
解
決
す
る
モ
デ
ル

を
考
案
し
、
実
証
す
る
。
失
敗
し
た
場
合
に
は

軌
道
修
正
を
行
う
。
簡
単
に
書
け
ば
、
そ
れ
だ

け
の
こ
と
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
は
、
霞
ヶ
関

が
政
策
を
考
え
、
中
央
集
権
型
の
構
造
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
時
代
で
あ
る
。
地

域
の
課
題
に
対
し
て
、
地
域
の
人
材
が
、
地
域

の
資
源
で
解
決
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

高
校
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
重
要
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
時
代
こ
そ
、
土
浦
一
高
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
最
大
限
に
生
か
す
べ
き
で
あ
る
。
同

窓
会
の
可
能
性
・
存
在
意
義
は
、
ま
だ
ま
だ
あ

る
・
・
・
。 

 

次
回
は
、
東
進
会
総
会
で
落
語
を
披
露
し
て

く
れ
た
、
廣
瀬
敦
さ
ん(

平
成
７
年
卒)

に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
。 

 

リ
レ
ー
放
談 

第
８
回 

農
業
を
軸
と
し
た
地
域
創
造
型 

 
 

 
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
挑
戦 

伊
東
明
彦(

平
成
５
年
卒) 

 

 

もりコレ店内（上）もりあぐの仲間たち（下） 


